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モモに発生する主要な害虫の生態と防除

は　じ　め　に

中国が原産とされるモモが，食用として日本で普及し
たのは明治時代以降であるが，古くから主に観賞用とし
て栽培され，弥生時代の遺跡から種が発見されたり，古
事記や日本書紀に記載されたりする等，我々の生活に馴
染み深い植物である（農林水産省，2019）。
現代の食卓においてもモモの人気は高く，2019年の
果樹の国内生産量における品目別ランキングでは第 6位
であり，日本からアジア地域に向けた輸出の主要品目で
もある（農林水産省，2022）。山梨県ではモモ栽培が盛
んに行われており，2022年産の都道府県別の収穫量割
合では31％を占め，全国1位となっている（農林水産省，
2023）。
他の農作物と同様，モモにも様々な害虫類が発生し，

時には産地に大きな影響を及ぼすこともある。それで
も，栽培者と指導者は互いに協力し，努力を重ね，品質
と生産量を維持している。そこで本稿では，山梨県にお
ける主要なモモの害虫を取り上げ，その生態や被害，対
策等を述べて，全国のモモ生産における参考に供したい。
なお，2011年に埼玉県深谷市で日本国内への侵入が
初確認され，モモをはじめとするバラ科樹木を加害する
ことで大きな問題となっているクビアカツヤカミキリ
Aromia bungii （Faldermann） は，2023年 2月時点にお
いて，山梨県では未発生のため，ここでは取り上げてい
ない。詳しい生態や防除方法などについては，クビアカ
ツヤカミキリコンソーシアム（2022）等を参照されたい。
また，本稿に記述した防除薬剤は，山梨県内のモモ生
産者が薬剤散布のガイドラインとしている果樹病害虫防
除暦（全国農業協同組合連合会山梨県本部，2022）と，
2023年 2月時点での農薬登録に基づいている。農薬を
使用する際には，最新の登録内容を確認して頂きたい。

I　 ウメシロカイガラムシ，クワシロカイガラムシ
Pseudaulacaspis prunicola （Maskell），
P. pentagona （Targioni―Tozetii）

雌成虫は，大きさ約 2～2.5 mmのほぼ円形の白い介
殻で覆われており，枝上に寄生する（河合，1980）。両
種は極めて近縁で（ANDERSEN et al., 2010），モモは共通
の寄主植物であり，長期にわたって同一種として扱われ
てきたように，形態に微細な差異はあるものの，肉眼で
区別するのは困難である（河合，1980）。しかし，1齢幼
虫の発生期は異なっており，クワシロカイガラムシのほ
うが，発生期が遅いことが知られている（行成，1989；
木村ら，2016；内田ら，2021）。モモに対する両種の加
害形態に差はなく，多数の寄生による樹勢の低下や枝枯
れ，着色期の果実にふ化直後の歩行幼虫が定着すること
による着色異常を引き起こす（図―1）。
両種とも前年の秋に交尾を済ませた雌成虫が枝上で越
冬し，翌春には介殻の中で産卵する（図―2）。山梨県に
おけるウメシロカイガラムシを例にすると，4月末から
5月上旬ころに第 1世代幼虫が発生する。ふ化直後の歩
行幼虫は 1～2日程度の短期間のうちに定着して，介殻の
形成を開始することが観察されている（内田ら，2018）。
雌は，いったん，定着すると移動することなく，2齢幼
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図－1 ウメシロカイガラムシの寄生による果実の着色異常
（赤色斑点症状）
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